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は
じ
め
に

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
写
本
部
に
保
存
さ
れ
て
い
る

二
冊
の
帳
簿
は
重
要
な
歴
史
資
料
で
あ
る
。
商
品
取
引
は
、
い
か
な
る
形
態
で
あ
れ

（
物
々
交
換
の
形
式
、
物
品
を
金
銭
に
替
え
る
形
式
、
金
銭
を
物
品
に
替
え
る
形

式
）、
取
引
の
正
確
な
記
録
や
几
帳
面
な
会
計
行
為
な
し
に
は
不
可
能
で
あ
る
。
す

で
に
奈
良
時
代
に
は
、
三
十
の
行
政
法
・
民
法
典
で
構
成
さ
れ
る
大
宝
令
で
、
そ
の

第
二
一
法
「
公
式
文
書
の
形
式
」
第
六
六
条
「
文
書
の
書
式
」
に
「
公
的
な
関
係
に

お
い
て
書
類
は
常
に
楷
書
で
書
く
こ
と
。
計
算
簿
（
原
語
は
「
ボ
チ
ョ
ウ
」。
簿
帳

の
こ
と
）
で
（
中
略
）
数
字
は
大
字
の
漢
字
で
書
く
こ
と

（
1	
）｣

と
定
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
で
は
す
で
に
八
世
紀
の
初
め
に
、
立
法
レ
ベ
ル
で
会
計
の
原
則
が
定
め
ら
れ
て

お
り
、
そ
の
後
の
各
時
期
に
更
な
る
発
展
を
み
せ
た
。
整
備
さ
れ
た
会
計
計
算
、
帳

簿
の
記
載
行
為
は
、
数
学
が
高
い
発
達
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
、
計
算
と
会
計
を
処
理

し
得
る
高
い
技
能
を
持
っ
た
十
分
な
数
の
役
人
が
存
在
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
て

い
る
。

意
外
な
こ
と
で
あ
る
が
、
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
写
本
部
門
に
、
最
も
古
い
帳

簿
が
保
管
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
、
日
本
の
商
人
と
一
九
世
紀
初
め
に
サ
ハ
リ
ン

島
南
部
に
住
ん
で
い
た
ア
イ
ヌ
と
の
取
引
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
日
本
人
研
究
者
で

あ
る
谷
本
晃
久
は
「
蝦
夷
地
全
体
を
見
渡
し
た
場
合
で
も
、
一
九
世
紀
初
頭
の
対
ア

イ
ヌ
交
易
の
帳
簿
は
現
在
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
従
っ
て
こ
の
時
期
に
お
け
る
対
ア
イ

ヌ
交
易
の
実
態
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
一
次
史
料
と
し
て
稀
有
の
記
録
と
み
な
す
こ

と
が
で
き
る
」
と
指
摘
し
て
い
る

（
2	
）。

ど
の
よ
う
に
し
て
こ
れ
ら
の
帳
簿
が
東
洋
古
籍

文
献
研
究
所
東
洋
写
本
部
門
の
日
本
の
写
本
・
木
版
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
た
の

か
に
つ
い
て
見
て
い
き
た
い
と
思
う
。

1　

�

東
洋
学
研
究
所
時
代
の
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン�

―
O
・
P
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
と
V
・
N
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
の
目
録
―

二
冊
の
運
命
は
、
ロ
シ
ア
の
、
さ
ら
に
、
ア
ジ
ア
博
物
館
、
東
洋
学
研
究
所
、
東

洋
学
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
支
部
、
そ
し
て
、
最
後
に
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
日
本
学
形
成
の
歴
史
と
直
接
結
び
つ
い
て
い
る
。
一
八

一
八
年
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
（【
一
九
一
四
年
～
】
ペ
テ
ロ
グ
ラ
ー
ド
、【
一
九

二
四
年
～
】
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
【
に
改
名
】）
に
設
立
さ
れ
た
ア
ジ
ア
博
物
館
は
一

九
三
〇
年
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
学
研
究
所
に
な
っ
た
。
一
九
一
七
年
一
〇
月
革
命

の
後
、
後
に
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
に
な
る
こ
と
に
な
る
ア
ジ
ア
博
物
館
は
、
徐
々

に
東
洋
諸
国
の
歴
史
、
文
化
、
宗
教
、
東
洋
の
テ
キ
ス
ト
ク
リ
テ
ィ
ー
ク
研
究
の
伝

統
を
失
い
、
ま
す
ま
す
現
代
の
事
象
を
扱
い
始
め
た
。
そ
れ
に
も
拘
わ
ら
ず
、
学
派

の
古
く
か
ら
伝
統
が
研
究
者
に
影
響
を
与
え
続
け
た
。
こ
の
た
め
、
最
終
的
に
ソ
連

邦
政
府
は
一
九
五
〇
年
、
研
究
所
を
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
移
す
決
定

○
○
○
○

（
1	
）。

○
○
○
○

（
2	
）。

研
究
集
会
報
告

サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
あ
る
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所�

 
写
本
フ
ォ
ン
ド
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
所
蔵
の
二
冊
の
帳
簿

ワ
ジ
ム
・
ク
リ
モ
フ
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を
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
研
究
所
の
研
究
活
動
は
東
洋
諸
国
に
お
け
る
ソ
連
邦
の
政

策
と
相
関
す
る
べ
き
は
ず
で
あ
っ
た
。
研
究
所
長
職
に
は
既
に
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
共
産

党
中
央
委
員
会
第
一
書
記
で
あ
っ
た
【
一
九
四
四-

四
六
第
二
書
記
、
四
六-

五
六

第
一
書
記
】
ボ
ボ
ジ
ャ
ン
・
ガ
フ
ー
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ガ
フ
ー
ロ
フ
（
一
九
〇
八-

一
九

七
七
）
が
任
命
さ
れ
た
【
一
九
五
六-

一
九
七
七
】。
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
に
は
東
洋

学
研
究
所
の
支
部
が
作
ら
れ
、
そ
こ
に
手
書
文
書
一
次
史
料
の
研
究
と
東
洋
諸
国
の

現
代
に
至
る
ま
で
の
歴
史
研
究
が
託
さ
れ
た
。
支
部
に
は
、
写
本
フ
ォ
ン
ド
の
写
本

と
木
版
本
の
学
術
的
反
転
を
導
入
す
る
課
題
が
課
さ
れ
た
【
狭
義
に
お
い
て
は
、
学

門
界
に
自
分
た
ち
の
活
動
を
広
く
紹
介
し
て
知
識
を
共
有
す
る
こ
と
で
、「
研
究
の

資
源
化
」
に
や
や
近
い
も
の
が
あ
る
が
、
一
方
、
そ
の
業
務
や
任
務
を
公
表
す
る
こ

と
に
よ
り
、
業
績
、
評
価
、
昇
給
、
昇
進
、
予
算
の
獲
得
、
さ
ら
に
は
、
組
織
の
存

続
そ
の
も
の
を
も
目
的
と
す
る
行
為
】。
学
術
職
員
た
ち
の
力
で
、
五
〇
種
以
上
の

カ
タ
ロ
グ
が
作
成
さ
れ
出
版
さ
れ
た

（
3	
）。

日
本
の
写
本
と
木
版
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目

録
作
成
作
業
は
ヴ
ラ
ジ
ス
ラ
フ
・
ニ
カ
ノ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
（
一
九
三
二

-

二
〇
〇
二
）
の
注
釈
に
よ
る
と
一
九
五
八
年
に
始
ま
っ
た
。
し
か
し
、
フ
ォ
ン
ド

の
主
要
部
分
の
調
査
・
解
説
目
録
作
成
の
後
、
喪
失
し
た
と
思
わ
れ
て
い
た
、
あ
る

い
は
、
以
前
に
は
記
録
さ
れ
な
か
っ
た
、
日
本
の
写
本
と
木
版
本
の
い
く
つ
か
が
、

収
蔵
物
の
別
の
未
だ
分
類
さ
れ
て
い
な
い
フ
ォ
ン
ド
部
分
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
が

発
見
さ
れ
た

（
4	
）。

日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
写
本
、
木
版
本
は
、
主
と
し
て
、
二
人
の
学
術
職
員
、
オ

リ
ガ
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ナ
・
ペ
ト
ロ
ー
ヴ
ァ
（
一
九
〇
〇-

一
九
九
三
）
と
ヴ
ラ
ジ
ス

ラ
フ
・
ニ
カ
ノ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
が
作
成
し
た
。
こ
の
二
名
は
ロ
シ
ア
で

の
日
本
学
の
発
展
と
次
世
代
の
日
本
学
者
の
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
二
人
の

複
数
の
「
目
録
・
解
題
」
作
成
を
助
け
た
の
は
、
ガ
リ
ー
ナ
・
ド
ミ
ー
ト
リ
エ
ヴ

ナ
・
イ
ワ
ー
ノ
ヴ
ァ
（
一
九
二
七-

一
九
九
九
）
と
ズ
ィ
ノ
ー
ヴ
ィ
イ
・
ヤ
コ
ヴ
レ

ヴ
ィ
チ
・
ハ
ニ
ン
（
一
九
二
七-

？
）
で
あ
る
。
一
九
七
一
年
、
Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ

リ
ヤ
ド
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
日
本
の
写
本
・
木
版
本
目
録
・
解
題
の
第
五
巻
が
出
版

さ
れ
た

（
5	
）。

ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
は
、
帳
簿
の
、
初
め
て
の
、
し
か
し
な
が
ら
、
十
分
に
内

容
の
あ
る
目
録
・
解
題
作
成
を
作
っ
た
。
と
り
わ
け
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
は
、「
大
い
に

興
味
の
あ
る
も
の
は
貸
借
帳
（оп. №

 105 , оп. №
 106

）
で
、
こ
れ
は
一
九
世
紀

初
め
の
、
一
方
で
日
本
商
人
と
高
利
貸
の
間
の
、
他
方
で
、
日
本
人
商
人
と
北
海
道

ア
イ
ヌ
の
間
の
、
経
済
・
交
易
関
係
の
性
格
に
関
し
て
記
載
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
ら
の
史
料
の
優
れ
て
い
る
点
は
、
正
確
に
日
付
が
付
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
書
き

付
け
が
、
特
定
の
個
人
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
名
前
と
居
住
地
名
と
が
付
い
て
い

る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
」
と
書
い
て
い
る

（
6	
）。

Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
は
、
こ
の

一
〇
五
、
一
〇
六
と
番
号
を
付
け
ら
れ
た
貸
借
帳
「
大
福
帳
」
と
「
簾
貸
帳
」
に
対

し
、
そ
れ
ぞ
れ
簡
単
な
解
説
を
し
て
い
る

（
7	
）。

も
れ
な
く
完
全
に
こ
こ
に
引
用
す
る
。

「
一
〇
五

（
8	
）

　

Ａ-

四
七

（
9	
） （C

l. X
V

III №
 76 （

10	
））

　
　
　
　
　
　
　

大
福
帳
（
だ
い
ふ
く
ち
ょ
う D

aifukucho:

（
11	
））

　
　
　
　
　
　
　
　

収
支
帳

　

言
語
は
日
本
語

交
易
品
（
た
ば
こ
、
酒
、
糸
、
針
、
種
々
の
魚
等
）
の
買
い
入
れ
、
売
り
渡

し
、
貸
与
に
関
し
日
々
記
載
さ
れ
た
本
。 

買
い
手
【
取
引
相
手
】
の
姓
【
名
。

当
時
ま
だ
姓
は
な
い
】、
居
住
地
、
交
易
品
名
と
そ
の
数
量
、【
決
算
】
残
金
【
差

引
高
】
を
記
す
。
お
そ
ら
く
は
、
北
海
道
の
ア
イ
ヌ
民
族
の
間
で
帳
付
け
さ
れ
た

も
の
と
思
わ
れ
る
。
買
い
手
は
二
四
ヶ
所
（
シ
ラ
ヌ
シ
、
チ
シ
ヤ
、
コ
ン
ブ
イ
、

ホ
ロ
ナ
イ
ホ
、
ヤ
ワ
ン
ベ
ツ
、
シ
ラ
ト
コ
、
他
）
の
一
八
三
人
（
ソ
ロ
グ
ル
、
ア

オ
ニ
ゲ
、
イ
ト
ワ
ン
カ
、
カ
ン
シ
ュ
ル
ガ
、
イ
コ
シ
ュ
ン
ケ
、
オ
レ
ワ
ン
グ
ル
、

ア
ベ
ト
ナ
シ
グ
ル
、
他
）。

帳
面
裏
表
紙
の
外
側
に
は
帳
付
け
場
所
の
名
前
が
次
の
よ
う
に
書
か
れ
る
。
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久
生
石
円
番
屋
（「
蛮
族
キ
ュ
ウ
セ
イ 

イ
シ
マ
ル
の
家
」（
？
）
の
意
味
か
）

写
本
一
八
〇
五
年
（
文
化
乙
弐

（
12	
）丑

三
月
）

「
Ｍ
・
Ｓ
・
ブ
ロ
ッ
セ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
一
八
六

一
年
一
二
・
五
×
三
二 
ノ
ー
ト
一
冊 

六
二
一
葉
【
マ
マ
】
白
紙
部
分
も
多
い
。

丁
付
け
な
し
。
紙
は
日
本
紙
。
ソ
ー
シ
ョ
【
草
書
か
】、
変
体
仮
名
、
カ
タ
カ
ナ

（
名
、
名
称
）、
仮
綴
本

（
13	
）。」

し
か
し
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
ら
の
記
述
に
は
い
く
つ
か
の
不
正
確
さ
が
あ
る
。
そ

れ
は
完
全
に
釈
明
で
き
る
。
と
い
う
の
は
、
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
は
、
極
め
て
短
期
間

で
、
保
存
単
位
で
一
一
七
個
の
目
録
・
解
題
作
成
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
だ
。

そ
れ
が
第
五
巻
と
し
て
一
九
七
一
年
に
世
に
出
た
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
帳
簿
は
日

本
文
化
の
重
要
な
文
献
で
あ
る
と
は
理
解
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
明
ら
か

に
、
日
本
人
と
ア
イ
ヌ
間
の
交
易
契
約
研
究
に
十
分
な
注
意
が
払
わ
れ
て
い
な
い
。

と
り
わ
け
一
〇
五
番
と
番
号
を
付
さ
れ
た
史
料
（
帳
簿
「
大
福
帳
」）
の
解
題
に

お
い
て
、
次
の
よ
う
な
点
が
不
正
確
で
あ
っ
た
。
第
一
に
、【
帳
簿
へ
の
】
記
載
は

定
期
的
に
な
さ
れ
た
が
、
毎
日
で
は
な
く
、
取
引
が
行
わ
れ
た
場
合
で
あ
っ
た
。
第

二
に
、｢

買
い
入
れ
、
売
り
渡
し｣

と
は
言
え
な
い
。
と
い
う
の
は
、
金
銭　

商
品

　

金
銭
と
い
う
古
典
的
な
か
た
ち
で
の
買
い
入
れ
と
い
う
の
は
な
か
っ
た
か
ら
で

あ
る
。
Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
も
正
し
く
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
商
人

は
、
つ
け
の
か
た
ち
で
（
あ
え
て
付
け
加
え
れ
ば
、
常
に
つ
け
の
か
た
ち
で
）、
煙

草
、
酒
、
中
古
の
日
本
物
品
（
小
鍋
、
漆
器
、
衣
服
な
ど
）
を
、
一
方
ア
イ
ヌ
人

は
、
魚
、
鯨
肉
、
そ
の
他
、
日
本
人
が
興
味
を
持
つ
手
作
り
品
で
つ
け
を
清
算
し
て

い
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
取
引
は
、
後
払
い
の
か
た
ち
で
の
バ
ー
タ
ー

貿
易
と
見
な
す
こ
と
が
で
き
る
。
第
三
に
、
こ
こ
で
言
う
ア
イ
ヌ
は
北
海
道
ア
イ
ヌ

で
は
な
く
サ
ハ
リ
ン
・
ア
イ
ヌ
の
こ
と
で
あ
る
。
Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
も
地
名

と
指
摘
し
て
い
る
シ
ラ
ヌ
シ
、
ヤ
ワ
ン
ベ
ツ
な
ど
は
、
北
海
道
で
は
な
く
サ
ハ
リ
ン

島
南
部
の
も
の
で
あ
る
。
本
論
文
の
筆
者
で
あ
る
私
が
サ
ハ
リ
ン
島
の
地
名
（
ト
ヨ

ハ
ラ
、
シ
ラ
ヌ
シ
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
な
ど
）
を
最
初
に
耳
に
し
た
の
は
、
先
輩
同

僚
の
ガ
リ
ー
ナ
・
ド
ミ
ー
ト
リ
エ
ヴ
ナ
・
イ
ワ
ー
ノ
ヴ
ァ
と
の
会
話
に
お
い
て
で
あ

っ
た
。
従
っ
て
、
Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
が
こ
れ
ら
の
地
名
を
知
ら
な
か
っ
た
と

は
想
像
し
に
く
い
。
そ
れ
に
、
信
頼
に
値
す
る
地
名
辞
典
で
あ
れ
ば
ど
れ
を
見
て
も

こ
の
こ
と
は
簡
単
に
確
認
で
き
る
わ
け
で
あ
る
か
ら
、
な
お
さ
ら
で
あ
る
。
こ
れ

は
、
Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
の
父
親
が
銃
殺
刑
に
処
せ
ら
れ
て
お
り
、
ゴ
レ
グ
リ

ヤ
ド
本
人
も
「
人
民
の
敵
の
息
子
」
の
一
人
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
念
頭
に
置
く
な

ら
ば
、「
や
む
を
え
な
い
過
ち
」
で
あ
っ
た
ろ
う
と
推
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。「
お

そ
ら
く
［
帳
簿
は
］
北
海
道
で
帳
付
け
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
」（
傍
線

は
ク
リ
モ
フ
）
と
【
日
本
人
研
究
者
で
は
な
く
】
ロ
シ
ア
の
研
究
者
で
あ
る
ゴ
レ
グ

リ
ヤ
ド
が
記
し
た
の
は
、
上
記
の
こ
と
が
理
由
だ
っ
た
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
と
思

わ
れ
る
。
た
だ
し
、
時
間
が
足
り
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
要
因
を
完
全

に
排
除
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
一
九
七
一
年
に
は
第
六
巻
と
第
七

巻
の
二
冊
の
「
目
録
・
解
題
」
も
刊
行
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
四
に
、
帳
簿

の
帳
付
け
場
所
を
「
蛮
族
キ
ュ
ウ
セ
イ 

イ
シ
マ
ル
の
家
」
と
解
読
し
た
の
は
不
正
確

で
は
あ
る
。
だ
が
、
同
時
に
、
帳
簿
に
書
か
れ
た
漢
字
を
「
久
生
石
円
番
屋
」
と
判

読
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
（
た
だ
し
疑
問
符
が
括
弧
書
き
で
記
さ
れ
て
お
り
、

研
究
者
と
し
て
完
全
に
確
信
は
し
て
い
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
）。
漢
字
二
つ
か
ら

な
る
最
後
の
語
の
判
読
は
正
し
か
っ
た
が
、
解
読
は
正
確
で
は
な
か
っ
た
。

そ
の
こ
と
か
ら
ロ
シ
ア
語
へ
の
翻
訳
に
誤
り
が
生
じ
た
。
二
漢
字
語｢

番
屋｣

の

読
み
は
「
ば
ん
や
」
で
あ
る
が
、
そ
の
意
味
は｢

蛮
族
の
家｣

で
は
な
く
、
あ
る
場

合
は
「
哨
戒
所
」
あ
る
い
は
「
守
備
兵
」、
ま
た
別
の
場
合
は
場
所
、
よ
り
正
確
に

言
え
ば
、
北
海
道
、
お
よ
び
、
サ
ハ
リ
ン
に
あ
る
建
屋
で
、
そ
こ
に
は
、
ア
イ
ヌ
人

に
よ
る
鰊
、
鮭
の
漁
労
を
監
視
す
る
日
本
人
が
い
た
。
彼
ら
は
同
じ
く
土
地
の
住
民
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の
監
視
役
で
も
あ
っ
た
。
我
が
国
の
研
究
書
で
最
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
る
の
は

「пост
【
こ
の
語
の
読
み
方
は
「post

」、
意
味
は
「
哨
所
」】
と
い
う
用
語
で
あ
る

（
例
え
ば
「пост в Кусю

н-котан

【
読
み
方
は
「post v K

usyun-kotan

」、
意
味
は

「
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
の
哨
所
」】｣

）。
裏
表
紙
の
表
側
に
書
か
れ
た
上
書
き
の
最
初
の

漢
字
四
文
字
の
判
別
は
誤
り
で
あ
る
。
そ
こ
に
草
書
で
書
か
れ
て
い
る
の
は
地
名
、

他
で
も
な
い
「
久
春
古
丹
（
く
し
ゅ
ん
こ
た
ん
）」
で
、
サ
ハ
リ
ン
南
部
の
ア
ニ
ワ

湾
に
面
し
た
居
住
地
で
あ
る
。
一
方
、
同
じ
く
草
書
で
書
か
れ
た
漢
字
六
文
字
「
久

春
古
丹
番
屋
（
く
し
ゅ
ん
こ
た
ん
ば
ん
や｣

）」
は
、
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
す
れ
ば
、
先

の
「пост в Кусю

н-котан

【post v K
usyun-kotan

】」
を
意
味
す
る
が
、
こ
の

「котан

【
読
み
方
は
「kotan

」
コ
タ
ン
】
は
ア
イ
ヌ
語
で
は
「селение

【
読
み
方

は
「selenie

」
で
意
味
は
「
村
落
」】」
を
意
味
す
る
の
で
、
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
す
れ

ば
「пост в поселении Кусю

н

【
読
み
方
は
「post v poselenii K

usyun

」】

（
久
春
村
の
監
視
所
）」
と
な
る
だ
ろ
う
。

「
監
視
所
」
に
つ
い
て
ロ
シ
ア
の
研
究
書
の
中
で
最
初
に
説
明
を
与
え
た
の
は
、

ド
ミ
ー
ト
リ
ー
・
マ
ト
ヴ
ェ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ポ
ズ
ド
ネ
エ
フ
で
あ
る
。
ポ
ズ
ド
ネ
エ
フ

は
エ
コ
イ
某
（「
エ
コ
イ
」
で
は
な
く
「
ヨ
コ
イ
」
か
？

Ⅴ
・
ク
リ
モ
フ
注
）
の

日
記
『
エ
ゾ
探
訪
記
［
ボ
ズ
ド
ネ
エ
フ
は
こ
の
語
を
「Ezo

」
と
表
記
し
た
が
、
正

し
く
は
「Edzo

」、
Ⅴ
・
ク
リ
モ
フ
注
］』
に
則
り
、
そ
こ
で
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ

と
を
以
下
の
よ
う
に
引
用
し
て
い
る
。

「
エ
ゾ
人
の
す
べ
て
の
村
落
に
柱
と
屋
根
の
み
か
ら
成
る
建
屋
が
あ
る
。
こ
れ
ら

の
建
物
は
ウ
ネ
ヨ
オ
ヤ
［「
ウ
ン
ジ
ョ
ー
ヤ
」、
つ
ま
り
、 

運
上
屋
か
？　

Ⅴ
・
ク
リ

モ
フ
注

（
14	
）］

で
あ
り
、
規
模
の
小
さ
な
も
の
は
バ
ン
ヤ
で
あ
る
。
こ
の
小
規
模
の
建
物

に
居
住
し
て
い
る
の
は
下
級
監
視
役
（
バ
ン
ニ
ン
）
で
、
大
規
模
な
建
物
に
居
住
し

て
い
る
の
は
上
級
監
視
役
（
シ
ハ
イ
ニ
ン
）
で
あ
る
。
彼
ら
は
す
べ
て
、
エ
ゾ
人
の

生
活
を
見
張
り
、
農
作
業
や
漁
労
を
さ
せ
て
い
る
。
一
方
、
こ
れ
ら
の
人
々
、
つ
ま

り
、
番
人
と
支
配
人
は
、
徴
税
人
の
支
配
下
に
置
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
徴
税
人
の

中
で
も
裕
福
な
商
人
は
、
何
よ
り
も
ま
ず
、
魚
に
対
す
る
税
金
を
松
前
の
ダ
イ
ミ
ョ

ウ
【
大
名
】
に
納
入
す
る
こ
と
が
義
務
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
そ
の
代
償
と
し
て
彼
ら

は
一
定
の
区
域
で
の
漁
労
権
を
得
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ダ
イ
ミ
ョ
ウ
と
そ
の
家

来
た
ち
は
何
ひ
と
つ
す
る
こ
と
な
し
に
利
益
を
受
け
取
っ
て
い
る
。
彼
ら
は
貢
納
金

の
滞
納
と
い
う
こ
と
に
気
を
も
む
こ
と
も
な
い
。
そ
の
理
由
は
、
貢
納
金
は
徴
税
人

に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
蝦
夷
人
に
関
係
す
る
事

柄
は
す
べ
て
徴
税
人
に
よ
っ
て
取
り
決
め
ら
れ
て
い
る
。
徴
税
人
は
徴
税
人
で
自
分

た
ち
の
も
う
け
の
こ
と
し
か
考
え
て
い
な
い
…

（
15	
）。」

番
号
Ａ-

四
七
の
帳
簿
の
表
題
頁
に
「
大
福
帳
」
と
三
つ
の
漢
字
が
書
か
れ
て
い

る
（
読
み
方
は
「
だ
い
ふ
く
ち
ょ
う
」、
ロ
シ
ア
語
に
逐
語
訳
す
れ
ば　

« Tетрадь 
больш

ого достатка»　
【
読
み
方
は
「Tetrad’ bol’shovo dostatka

」】、
意
味
は

「
大
き
な
裕
福
の
帳
面
」）。

こ
れ
に
つ
い
て
、
日
本
で
権
威
あ
る
『
国
史
大
事
典
』（
意
味
は
「
祖
国
の
歴
史

大
百
科
事
典
」）
で
は
次
の
よ
う
な
説
明
が
な
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
名
称
の
帳
簿
が
最
も
広
く
普
及
し
た
の
は
徳
川
時
代
（
一
六
〇
三-

一
八
六

八
）、
お
よ
び
明
治
時
代
（
一
八
六
八-

一
九
一
二
）、
大
正
時
代
（
一
九
一
二-

一

九
二
六
）
で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
に
は
、
商
家
の
扱
う
品
目
、
財
政
状
態
が
反
映
さ
れ

て
い
る
。
原
則
的
に
こ
の
帳
簿
は
、
個
々
の
顧
客
毎
の
計
算
・
管
理
帳
と
し
て
使
用

さ
れ
、
記
載
さ
れ
て
い
た
の
は
、
掛
け
買
い
に
対
し
て
支
払
う
べ
き
代
金
が
あ
る
場

合
、
つ
け
の
解
消
と
残
金
、
言
い
換
え
れ
ば
、
取
引
の
差
引
残
高
で
あ
る
。
当
座
預

金
口
座
の
帳
簿
（「
当
座
帳
」、
読
み
方
は
「
と
う
ざ
ち
ょ
う
」）、
販
売
帳
簿
（「
売

帳
」、
読
み
方
は
「
う
り
ち
ょ
う
」）、
現
金
収
支
の
帳
簿
（「
金
銀
出
入
帳
」、
読
み

方
は
「
き
ん
ぎ
ん　

で
い
り
ち
ょ
う
」）
か
ら
、
顧
客
・
取
引
先
毎
の
勘
定
記
録
、

販
売
さ
れ
た
品
目
と
数
量
、
諸
経
費
、
代
価
が
転
記
さ
れ
、
当
該
会
計
期
間
の
勘
定

に
従
っ
て
販
売
価
格
を
総
計
し
、
顧
客
・
取
引
相
手
に
請
求
書
を
送
り
、
清
算
さ
れ

た
つ
け
の
部
分
を
対
応
の
帳
面
頁
上
で
削
除
し
、
そ
の
後
に
、
以
降
の
販
売
す
べ
て
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が
書
き
留
め
ら
れ
、
同
様
の
方
法
で
収
支
の
総
計
が
出
さ
れ
て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
帳
簿
「
大
福
帳
」
は
、
そ
の
時
点
で
の
す
べ
て
の
顧
客
や
取
引
相
手

に
関
す
る
総
合
的
な
元
帳
の
役
割
を
果
た
し
て
い
た
。
大
福
帳
は
六
二
三
葉
、
あ
る

い
は
一
二
四
六
頁
か
ら
成
る
。
た
だ
し
、
す
べ
て
の
頁
に
書
き
付
け
が
な
さ
れ
て
い

る
わ
け
で
は
な
い
。

更
に
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
写
本
部
に
保
存
さ
れ
て

い
る
「
日
本
の
写
本
、
木
版
本
、
古
印
刷
本
目
録
・
解
題
」
第
五
巻
の
中
で
、
ヴ
ラ

ジ
ス
ラ
フ
・
ニ
カ
ノ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
は
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
一
〇
六

Ａ-

四
八
（C

I.X
V

111 №
 76 （

16	
））

　
　
　
　
　
　
　
　
　

簾
貸
帳
（
れ
ん
た
い
ち
ょ
う R

entaicho:

）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

貸
借
書
付
帳

言
語
は
日
本
語

債
務
者
の
日
毎
の
記
録
。
債
務
者
の
居
住
地
、
つ
け
に
回
さ
れ
た
、
あ
る
い

は
、
代
金
分
割
払
い
の
商
品
の
名
称
と
数
量
を
併
記
。
債
務
者
の
名
前
（
全
部
で

二
四
名
）、
フ
レ
ク
ン
ケ
マ
、
コ
ノ
シ
ベ
、
セ
キ
リ
バ
、
ノ
エ
シ
ュ
ウ
、
ヌ
ン
カ

リ
マ
、
マ
ト
マ
、
そ
の
他
（
す
べ
て
片
仮
名
書
き
）
は
、
お
そ
ら
く
ア
イ
ヌ
の
名

前
で
あ
ろ
う
。
地
名
（
ヤ
マ
ン
ペ
チ
、
シ
レ
ト
コ
な
ど
）
か
ら
判
断
す
る
に
、
帳

簿
が
書
き
留
め
ら
れ
た
の
は
北
海
道
島
の
南
部
で
あ
ろ
う
。
商
品
の
主
な
も
の

は
、
煙
草
、
針
、
茶
、
竹
製
品
、
お
よ
び
、
金
属
製
品
。
消
去
さ
れ
た
債
務
は
削

除
さ
れ
て
い
る
。
記
録
が
記
入
さ
れ
た
の
は
一
八
〇
五
年
（
文
化
二
乙
丑
歳
）
の

秋
、
時
期
は
八
月
か
ら
一
二
月
ま
で
で
あ
る
。
帳
簿
の
最
後
に
、
一
八
〇
六
年
の

始
め
（
寅
ノ
巳
月
）
へ
の
繰
り
越
し
一
覧
が
あ
る
。

三
ケ
所
に
帳
簿
の
帳
付
け
場
所
が
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

久
生
石
円
番
屋
（「
蛮
族
キ
ュ
ウ
セ
イ 

イ
シ
マ
ル
の
家
」（
？
）
の
意
味
か
）

写
本
一
八
〇
五-

一
八
〇
六
年

「
Ｍ
・
Ｓ
・
ブ
ロ
ッ
セ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
一
八
六

四
年
一
二
・
五
×
三
二 

ノ
ー
ト
一
冊 

一
一
九
葉
。
ほ
と
ん
ど
の
葉
は
白
紙
。
丁

付
け
な
し
。
紙
は
日
本
紙
。
ソ
ー
シ
ョ
【
草
書
か
】、
変
体
仮
名
、
カ
タ
カ
ナ

（
名
、
名
称
）。【
硬
い
】
表
紙
な
し
。
仮
綴
本
。

　

欠
陥
に
つ
い
て
。
全
体
は
劣
化
し
、
多
く
の
葉
は
ぼ
ろ
ぼ
ろ
、
本
文
部
分
で

穴
開
き

（
17	
）。」

二
番
目
の
帳
簿
は
、
も
う
一
冊
と
比
べ
て
分
量
が
や
や
少
な
く
、
オ
ー
ピ
シ
【
シ

リ
ー
ズ
】
番
号
は
一
〇
六
番
、
所
蔵
番
号
は
Ａ-

四
八
。
名
前
は
漢
字
で
書
か
れ

「
簾
貸
帳
」、
読
み
方
は
「
れ
ん
た
い
ち
ょ
う
」
あ
る
い
は
、「
す
だ
れ　

か
し
ち
ょ

う
」。
あ
る
い
は
、
直
訳
に
近
く
ロ
シ
ア
語
に
翻
訳
す
れ
ば
、［
葦
で
編
ま
れ
た
］
茣

蓙
を
貸
し
た
［
商
品
、
つ
け
の
］
帳
面
」。
分
厚
い
日
日
辞
典
で
あ
る
『
広
辞
苑
』

は
「
竹
で
編
ま
れ
て
い
る
」
と
の
説
明
を
付
け
て
い
る
。
一
方
、
巻
数
の
多
い
厚
い

辞
典
で
日
本
語
の
百
科
事
典
で
あ
る
『
国
語
大
辞
典
』
は
、
よ
り
詳
細
な
説
明
文
の

中
で
、
竹
だ
け
で
は
な
く
、
葦
で
も
、
当
該
目
的
の
た
め
に
利
用
で
き
る
、
と
書
い

て
い
る
。
Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
は
こ
の
帳
簿
の
特
徴
を
詳
述
す
る
こ
と
な
く

「
貸
借
書
付
書
」
と
い
う
意
味
の
お
お
よ
そ
の
意
訳
を
与
え
た
。
そ
の
名
称
は
、
実

際
、
多
く
の
帳
簿
関
係
の
帳
面
に
実
質
的
に
適
用
し
う
る
も
の
で
あ
る
。【
ロ
シ
ア

の
】
日
本
学
研
究
者
【
で
あ
る
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
】
は
、
日
本
の
交
易
品
の
担
保
と
し

て
つ
け
売
り
し
た
の
は
二
四
人
と
指
摘
し
て
い
る
。
ま
た
も
や
間
違
が
あ
る
。
帳
付

け
場
所
は
「
北
海
道
の
南
部
」
と
し
て
い
る
が
、
地
名
か
ら
判
る
よ
う
に
サ
ハ
リ
ン

で
あ
る
。
こ
の
帳
簿
は
一
一
九
葉
、
二
三
八
頁
で
あ
る
。
一
部
白
紙
が
あ
る
。
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�

前
提
と
な
っ
た
ア
ジ
ア
博
物
館
時
代
の
目
録
情
報　

�

―
Ｍ
・
Ｆ
・
ブ
ロ
ッ
セ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（
一
八
四
〇
）
―

Ⅴ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
は
一
八
〇
五-

一
八
〇
六
年
の
二
冊
の
帳
簿
の
目
録
作

成
・
解
題
を
す
る
際
、
Ｍ
・
Ｆ
・
ブ
ロ
ッ
セ
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
参
照
し
て
い
る
。

こ
の
目
録
は
、
一
八
四
〇
年
に
ブ
ロ
ッ
セ
に
よ
り
フ
ラ
ン
ス
語
で
編
成
さ
れ
、
サ
ン

ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
支
部
の
文
書

館
に
保
存
さ
れ
て
い
た

（
18	
）。

こ
こ
で
、
ア
ジ
ア
博
物
館
が
一
八
四
〇
年
ネ
ヴ
ァ
川
の
ほ

と
り
に
あ
る
現
在
の
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
【
正
式
名
は
ピ
ョ
ー
ト
ル
大
帝
名
称
人
類

学･

民
族
学
博
物
館
】
の
建
物
か
ら
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
新
し
い
建
物
（
関
税
小
路

通
り
二
号
館
）
一
階
に
移
転
し
た
こ
と
を
指
摘
す
る
こ
と
は
無
駄
で
は
な
い
。
目
録

第
一
八
組
、「
そ
の
他
（M

elanges

）」
と
題
さ
れ
た
中
の
第
七
六
番
に
「
商
人
に
よ

り
編
集
さ
れ
た
本　
（“Livres de com

petu M
erchaunds”

） （
Ａ
・ 

二
七-

二
八
）」

『
簾
貸
帳　

文
化
二　

一
八
〇
五
』、『
大
福
帳　

文
化
九
年　

一
八
一
二
』
が
あ

る
。
ブ
ロ
ッ
セ
は
第
七
六
番
と
い
う
一
つ
の
番
号
に
、
読
み
方
を
入
れ
る
こ
と
な
く

漢
字
名
を
記
し
、
二
冊
の
帳
簿
を
登
録
し
た
。
こ
れ
以
外
に
、
ブ
ロ
ッ
セ
は
『
大
福

帳
』
が
帳
付
け
さ
れ
た
年
期
を
間
違
っ
て
文
化
九
年
西
暦
一
八
一
二
年
と
し
て
し
ま

っ
た
。
だ
が
、
こ
れ
は
、
大
量
の
ア
ル
メ
ニ
ア
、
グ
ル
ジ
ア
の
写
本
や
古
印
刷
本
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
蔵
さ
れ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
目
録
か
ら
判
断
す
る
限
り
、
そ
こ

に
挙
げ
て
あ
る
日
本
語
、
朝
鮮
語
の
文
献
は
わ
ず
か
な
も
の
で
あ
り
八
九-

九
七
葉

裏
の
部
分
に
存
在
す
る
こ
と
、
九
七
葉
裏
は
写
本
の
最
終
葉
に
な
る
こ
と
が
判
る
。

そ
こ
に
あ
る
写
本
は
主
と
し
て
中
国
語
の
文
献
で
あ
る
。
一
九
二
六-

一
九
二
七

年
、
ア
ジ
ア
博
物
館
で
は
ブ
ロ
ッ
セ
目
録
に
従
い
収
蔵
品
の
照
合
が
実
施
さ
れ
た

が
、
こ
の
こ
と
は
、
責
任
者
の
検
分
が
実
行
さ
れ
た
記
録
と
ス
タ
ン
プ
に
よ
り
立
証

さ
れ
る
。

ブ
ロ
ッ
セ
は
ア
ジ
ア
博
物
館
の
中
国
文
庫
に
付
い
て
の
報
告
の
中
で
、
同
文
庫
の

目
録
の
位
置
付
け
を
次
の
よ
う
に
生
き
生
き
と
明
確
に
示
し
た
。

「
著
名
な
国
民
文
学
は
、
そ
の
国
民
の
知
的
生
活
の
絵
画
だ
と
い
う
考
え
の
上
に

立
つ
と
す
る
と
、
研
究
者
で
あ
る
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
は
図
書
館
の
目
録
を
そ
の
絵
の

額
縁
で
あ
る
考
え
て
い
る

（
19	
）。」【

原
文
ロ
シ
ア
語
は
旧
字
表
記
】

同
報
告
書
の
中
で
、
ブ
ロ
ッ
セ
は
、
日
本
と
朝
鮮
の
書
物
に
つ
い
て
、
中
国
文
庫

の
目
録
の
最
後
の
第
一
八
組
の
中
で
、
日
本
と
朝
鮮
の
書
物
を
他
と
区
別
し
、
そ
の

存
在
に
言
及
し
た
の
み
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
第
一
八
組　

日
本
、
朝
鮮
の
書
物
。
そ
の
う
ち
の
い
く
つ
か
が
素
晴
ら
し
い
。

古
銭
に
関
す
る
書
物
は
そ
の
明
白
さ
に
よ
り
、
挿
絵
と
文
章
の
あ
る
い
く
つ
か
の
書

物
は
エ
ッ
チ
ン
グ
の
美
し
さ
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
注
目
に
値
す
る
。
日
本
の
書
物
は

連
番
の
番
号
だ
け
が
付
け
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
れ
ら
は
大
規
模
な
中
国

の
目
録
の
中
の
グ
ル
ー
プ
と
し
て
お
か
れ
て
い
る
。
こ
の
部
門
は
古
銭
学
部
分
と
地

理
、
地
図
で
の
み
豊
富
で
あ
る
。
そ
の
中
に
日
本
総
地
図
の
注
目
す
べ
き
優
れ
た
写

し
で
あ
る
第
一
四
番
が
あ
る
。
同
類
の
地
図
の
取
得
は
困
難
で
あ
る
こ
と
が
ま
す
ま

す
そ
の
地
図
の
価
値
を
高
め
る

（
20	
）。」　

【
原
文
は
旧
字
表
記
】

こ
こ
で
、
ブ
ロ
ッ
セ
自
身
に
付
き
、
二
言
、
三
言
述
べ
る
必
要
が
あ
る
。
一
八
三

七
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
マ
リ
ー
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
（
マ
リ
ー
・
フ
ェ
リ
シ
テ
）・
ブ
ロ

ッ
セ
（Brosse

）
は
ア
ジ
ア
博
物
館
で
勤
務
を
始
め
た
。
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル

グ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
招
聘
で
ブ
ロ
ッ
セ
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
に
や
っ
て
き

た
の
だ
。
ブ
ロ
ッ
セ
を
招
聘
し
た
の
は
、
国
民
啓
蒙
大
臣
【
ロ
シ
ア
帝
国
の
宗
教
統

制
政
策
と
国
民
公
教
育
を
担
う
国
民
啓
蒙
省
（
一
八
〇
二-

一
八
一
七
、
一
八
一
七

-
一
九
一
七
）
の
大
臣
】
で
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
総
裁
で
あ
る
セ
ル
ゲ
イ
・
セ
ミ
ョ
ー

ノ
ヴ
ィ
チ
・
ウ
ヴ
ァ
ロ
フ
（
一
七
八
六-

一
八
五
五
）
で
あ
り
、
東
洋
文
献
学
の
不

完
全
部
分
を
補
う
た
め
で
あ
っ
た
。
ブ
ロ
ッ
セ
は
パ
リ
で
生
ま
れ
育
っ
た
。
中
国
語

を
学
び
、
ア
ル
メ
ニ
ア
文
学
、
グ
ル
ジ
ア
文
学
に
転
身
し
た
。
当
時
、
誰
一
人
と
し

て
、
こ
の
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
な
か
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
ロ
シ
ア
語
を
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学
ん
だ
。
ブ
ロ
ッ
セ
は
コ
ー
カ
サ
ス
諸
民
族
の
歴
史
と
文
化
の
押
し
も
押
さ
れ
も
せ

ぬ
専
門
家
に
な
っ
た
。
そ
の
努
力
に
よ
り
、
ア
ル
メ
ニ
ア
語
と
グ
ル
ジ
ア
語
の
写
本

と
古
印
刷
本
の
極
め
て
豊
富
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
収
集
さ
れ
た
。

ブ
ロ
ッ
セ
は
写
本
の
個
人
収
集
家
で
は
な
か
っ
た
し
、
日
本
語
も
使
い
こ
な
せ
な

か
っ
た
。
こ
の
学
者
の
献
身
的
な
労
力
に
敬
意
を
表
し
て
い
る
オ
リ
ガ
・
ペ
ト
ロ
ヴ

ナ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
の
断
言
は
誤
解
を
招
く
可
能
性
が
あ
る
。

「［
日
本
］
フ
ォ
ン
ド
の
構
成
に
入
っ
て
い
る
そ
の
他
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
中
で
注

目
す
べ
き
も
の
は
、
一
八
三
七
年
に
ロ
シ
ア
を
訪
れ
、
そ
れ
か
ら
生
涯
に
わ
た
り
ロ

シ
ア
学
問
界
で
活
躍
す
る
こ
と
に
な
る
フ
ラ
ン
ス
人
コ
ー
カ
サ
ス
学
研
究
者
マ
リ

ー
・
フ
ェ
リ
シ
テ
・
ブ
ロ
ッ
セ
（
一
八
〇
二-
一
八
八
〇
）
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
あ

る
。
Ｍ
・
ブ
ロ
ッ
セ
は
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ジ
ア
博
物
館
で
働
き
な
が
ら
、
ア
ジ
ア

博
物
館
の
写
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
充
実
に
多
大
な
貢
献
を
し
た
。
ブ
ロ
ッ
セ
の
数
々

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
は
一
八
六
四
年
に
博
物
館
に
入
っ
た

（
21	
）。」

繰
り
返
す
が
、
ブ
ロ
ッ
セ
は
そ
れ
ら
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
所
有
し
て
は
い
な
か
っ

た
。
だ
が
、
東
洋
学
の
専
門
家
と
し
て
目
録
を
作
っ
た
り
解
説
を
書
い
た
り
し
た
の

で
、
そ
の
後
、
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
み
な
ら
ず
、
後
続
の
一
連
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

に
は
ブ
ロ
ッ
セ
の
名
前
が
付
け
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
一
八
三
六
年
、
一
八
三
八
年
、

ア
ジ
ア
博
物
館
は
、
中
国
、
モ
ン
ゴ
ル
、
満
州
の
写
本
、
さ
ら
に
は
、
日
本
都
市
の

大
縮
尺
図
の
ほ
と
ん
ど
大
部
分
を
【
本
職
は
外
交
官
、
ア
レ
ク
サ
ン
ド
ル
・
セ
ル
ゲ

エ
ヴ
ィ
チ
・
プ
ー
シ
キ
ン
の
親
し
い
友
人
、】
中
国
学
者
で
あ
る
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
リ

ヴ
ォ
ヴ
ィ
チ
・
シ
リ
ン
グ
・
フ
ォ
ン
・
カ
ン
シ
ュ
タ
ッ
ト
（
一
七
八
六-

一
八
三

七
）
か
ら
購
入
し
た

（
22	
）。

Ｍ
・
Ｉ
・
プ
ロ
ッ
セ
は
、
そ
れ
ら
を
処
理
し
、
博
物
館
の
登

録
簿
、
目
録
に
入
れ
た

（
23	
）。

3　

ア
ジ
ア
博
物
館
か
ら
東
洋
学
研
究
所
へ

一
八
一
八
年
ア
ジ
ア
博
物
館
が
創
設
さ
れ
た
後
、
長
い
間
、
館
長
で
あ
る
フ
リ
ス

チ
ア
ン
・
ダ
ニ
ロ
ヴ
ィ
チ
・
フ
レ
ン
（
一
七
八
二-

一
八
五
一
）
以
外
に
、
総
計
で

た
っ
た
二
名
の
常
勤
職
員
し
か
い
な
か
っ
た
。
館
長
は
、
必
要
に
応
じ
て
、
時
折
、

写
本
、
木
版
本
、
書
物
の
フ
ォ
ン
ド
の
目
録
作
成
を
行
う
た
め
に
、
他
の
機
関
か
ら

専
門
家
を
招
聘
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
外
務
省
の
中
国
学
専
門
家
で
同
通
訳
の

Ｐ
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
、
Ｓ
・
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ
等
の
努
力
に
よ
り
、
日
本
の
写
本
、

木
版
本
の
目
録
が
作
成
さ
れ
た
。
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
両
人
は
日
本
語
を
知
ら

ず
、
日
本
の
歴
史
、
文
化
、
文
学
を
深
く
研
究
し
た
専
門
家
で
は
な
か
っ
た
た
め

に
、
不
正
確
さ
を
許
し
た
。
興
味
深
い
こ
と
は
、
ア
ジ
ア
博
物
館
初
代
館
長
で
あ
る

Ch
・
Ｄ
・
フ
レ
ン
【
名
前
の
頭
文
字
は
、
当
人
が
ド
イ
ツ
系
で
あ
る
た
め
に

（C
hristian M

artin Frähn

）「
Ch
」
と
し
た
が
、
国
際
式
、
英
米
式
の
ロ
シ
ア
文
字

音
写
の
表
記
で
は
「
Kh
」
と
な
る
】
の
興
味
は
古
銭
学
分
野
に
あ
っ
た
こ
と
で
あ
る

が
、
そ
れ
は
博
物
館
の
フ
ォ
ン
ド
に
根
本
的
な
方
向
性
を
与
え
る
こ
と
に
な
っ
た

（
24	
）。

一
八
四
二
年
、
ア
ジ
ア
博
物
館
第
二
代
館
長
に
な
っ
た
の
は
、
近
東
の
専
門
家
で

あ
る
ボ
リ
ス
・
ア
ン
ド
レ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ド
ル
ン
（
一
八
〇
五-

一
八
八
一
）
で
あ

る
。
博
物
館
に
献
じ
た
論
文
の
中
で
、
ド
ル
ン
は
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
ア
ジ
ア
博
物
館
は
一
八
一
八
年
一
一
月
一
一
日
に
設
立
さ
れ
た
。
博
物
館
の
収

蔵
物
に
入
っ
た
学
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
は
、
ア
カ
デ
ミ
ー
を
創
設
し
た
ピ
ョ

ー
ト
ル
大
帝
が
自
身
の
興
味
を
東
洋
研
究
に
向
け
た
、
前
世
紀
の
最
初
の
四
半
世
紀

に
さ
か
の
ぼ
る
。
ピ
ョ
ー
ト
ル
の
治
世
下
に
、
中
国
、
満
州
、
日
本
、
モ
ン
ゴ
ル
、

チ
ベ
ッ
ト
の
作
品
の
…
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
始
ま
り
が
置
か
れ
た
。
こ
れ
ら
は
す
べ

て
、
当
時
も
、
そ
の
後
も
、
大
帝
に
よ
り
設
立
さ
れ
た
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
保
管

さ
れ
た
。
そ
れ
以
来
、
付
属
目
録
か
ら
判
る
よ
う
に
、
こ
の
よ
う
な
購
入
は
続
い
て

い
っ
た
。
こ
の
こ
と
は
私
の
著
作
に
詳
細
に
わ
た
っ
て
述
べ
ら
れ
て
い
る

（
25	
）。」

ド
ル
ン
が
引
き
合
い
に
出
し
て
い
る
の
は
、
ド
イ
ツ
語
で
書
か
れ
た
自
身
の
出
版

物
『
帝
室
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
ア
ジ
ア
博
物
館　

サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ　

一
八
四
五
年　

フ
ォ
ン
・
Ｂ
・
ド
ル
ン
』
で
あ
る

（
26	
）。
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一
八
一
九
年
の
部
分
で
、
ド
ル
ン
は
、
科
学
ア
カ
デ
ミ

ー
総
裁
の
指
示
に
よ
り
、
外
務
省
の
通
訳
カ
ー
メ
ン
ス
キ

ー
と
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ
（
原
文
に
は
ド
イ
ツ
語
で
そ
れ
ぞ
れ

K
am

ensky 

とLipovzov

と
書
か
れ
て
い
る
）
が
中
国
、

満
州
の
写
本
に
目
録
を
作
成
し
た
と
書
い
て
い
る
。
そ
し

て
、「
日
本
書
物
の
…
カ
タ
ロ
グ
」
も
作
ら
れ
た
こ
と

は
、
た
だ
引
用
文
か
ら
の
み
判
る

（
27	
）。

こ
れ
は
驚
く
に
は
あ

た
ら
な
い
。
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
は
、
五
七
頁
あ

る
カ
タ
ロ
グ
の
内
、
た
っ
た
二
頁
半
し
か
な
い
か
ら
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
「
日
本
書
物
」
の
カ
タ
ロ
グ
は
専
門
の
日

本
学
研
究
者
に
よ
り
作
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
た
め
、
不

十
分
で
あ
り
、
そ
の
中
に
は
間
違
い
が
あ
る
。

さ
ら
に
ド
ル
ン
は
、
中
国
、
日
本
の
木
版
本
、
写
本
が

保
管
庫
に
一
三
六
九
保
存
単
位
保
管
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

し
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
日
本
の
木
版
本
と
写
本
は
、

区
別
さ
れ
よ
り
分
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、
中
国
の
木
版
本

や
写
本
と
一
緒
に
保
管
さ
れ
て
い
た

（
28	
）。

ま
さ
に
こ
れ
が
、

研
究
者
に
と
り
あ
る
一
定
の
困
難
さ
を
も
た
ら
す
。

初
期
の
館
長
た
ち
は
近
東
諸
国
に
多
く
の
注
意
を
割
い

た
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
最
初
に
、
同
地
域
の
諸
国
の
フ
ォ

ン
ド
の
カ
タ
ロ
グ
と
目
録
・
解
題
が
作
成
さ
れ
た
。
一
八

四
〇
年
に
な
っ
て
よ
う
や
く
、
Ｍ
・
Ｉ
・
ブ
ロ
ッ
セ
が
中

国
、
日
本
、
満
州
の
書
物
の
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
た
が
、

公
刊
さ
れ
な
い
ま
ま
に
終
わ
っ
た
。

作
ら
れ
た
当
時
出
版
さ
れ
な
か
っ
た
ブ
ロ
ッ
セ
の
カ
タ

ロ
グ
と
は
違
い
、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
と
ス

テ
パ
ン
・
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ
の
カ
タ
ロ
グ
は
出
版
さ
れ
た
。
五
七
頁
か
ら
な
る
印
刷
版

目
録
の
中
で
、「
日
本
の
書
物
」
は
わ
ず
か
な
部
分
し
か
占
め
て
い
な
い
。
五
三
頁

か
ら
五
五
頁
で
あ
る
。
我
々
が
今
問
題
に
し
て
い
る
帳
簿
は
、
目
録
最
後
の
頁
で
あ

る
五
五
頁
に
あ
り
二
八
番
、
二
九
番
の
番
号
が
付
け
ら
れ
て
い
る
（
表
1
）。

外
務
省
通
訳
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
と
ス
テ
パ
ン
・
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ
に

よ
り
作
成
さ
れ
た
印
刷
版
カ
タ
ロ
グ
か
ら
引
用
し
た
上
記
の
記
述
か
ら
判
る
よ
う

に
、
帳
簿
に
関
す
る
説
明
は
一
切
な
い
。
実
際
問
題
、
構
成
は
単
に
露
米
会
社
の
登

録
簿
か
ら
の
記
述
を
繰
り
返
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
イ
ワ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
（
掌
院
ピ
ョ
ー
ト
ル
で
も
あ

る
）（
一
七
八
五-

一
八
四
五
）
と
ス
テ
パ
ン
・
ヴ
ァ
シ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
リ
ポ
ヴ

ツ
ォ
フ
（
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ
の
「
ツ
ォ
」
は
二
種
類
の
表
記
の
仕
方
が
あ
る
）（
一
七

七
〇-

一
八
四
一
）
は
、
一
八
一
九
年
、
つ
ま
り
、
中
国
・
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の

カ
タ
ロ
グ
が
作
ら
れ
た
翌
年
、
東
洋
の
文
学
と
古
美
術
品
の
分
野
に
関
し
て
、
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
の
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
特
派
会
員
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
他
、
Ｐ
・

Ｉ
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
は
パ
リ
王
立
ア
ジ
ア
協
会
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
古
美
術
品
協

会
、
学
問
芸
術
愛
好
者
自
由
協
会
の
会
員
で
も
あ
っ
た
。

晩
年
の
一
八
四
〇
年
、
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
は
日
記
に
次
の
よ
う
に
書
い
て
い
る
。

「
あ
ぁ
、
中
国
よ
、
お
前
は
私
か
ら
な
ん
と
多
く
の
貴
重
な
時
間
を
奪
っ
た
こ
と

か
。
な
ん
と
二
七
年
間
が
、
機
械
的
に
、
お
前
の
仕
事
に
だ
け
に
費
や
さ
れ
た
。
唯

一
の
な
ぐ
さ
め
は
、
そ
の
貴
重
な
時
間
は
任
務
に
だ
け
に
費
や
さ
れ
た
と
い
う
こ
と

だ
。
も
し
、
そ
う
で
な
か
っ
た
ら
、
ど
ん
な
に
嘆
い
た
と
こ
ろ
で
、
流
し
た
大
量
の

涙
だ
け
で
は
、
嘆
き
切
る
こ
と
は
、
不
可
能
で
あ
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う

（
30	
）。」

こ
の
よ
う
に
、
Ｏ
・
Ｐ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
は
、
解
説
を
記
述
す
る
の
に
十
分
な
材
料

を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「［
東
洋
学
、
ク
リ
モ
フ
注
］
研
究
所
で
保
管
さ
れ
て
い
る
日
本
の
写
本
、
木
版

本
、
古
印
刷
本
の
目
録
・
解
題
は
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
一
〇
〇
周
年
記
念
で

表１

No. 日本の書物 書物 巻 ダブリ【Дуплеты】

28.

29.

小店の商いの勘定書本一冊［「勘定書」の部分、現代とは綴りが違う。ク
リモフ注］
商いの小店の本

1

1

（注 29）



ロシア科学アカデミー東洋古籍文献研究所所蔵の二冊の帳簿（クリモフ）（331）

の
Ｓ
・
Ｇ
・
エ
リ
セ
ー
エ
フ
に
よ
り
作
成
さ
れ
た
『
概
要
（
サ
マ
リ
ー
）』
の
中
に

あ
る
日
本
フ
ォ
ン
ド
の
控
え
め
な
概
観
を
唯
一
の
例
外
と
し
て
、
ロ
シ
ア
語
で
出
版

さ
れ
た
い
か
な
る
種
類
の
論
文
や
書
籍
に
も
、
完
全
な
も
の
は
も
ち
ろ
ん
、
部
分
的

な
も
の
も
な
い
。
Ｓ
・
Ｇ
・
エ
リ
セ
ー
エ
フ
は
自
己
の
短
い
概
観
の
中
で
、
一
般
の

図
書
館
か
ら
写
本
と
木
版
本
の
フ
ォ
ン
ド
を
選
出
せ
ず
、
東
洋
学
研
究
所
の
ア
ル
ヒ

ー
フ
に
保
存
さ
れ
て
い
る
も
の
の
み
選
び
出
し
た
。
例
え
ば
、
ア
ン
ド
レ
イ
・
タ
タ

ー
リ
ノ
フ
が
一
七
八
二
年
に
編
纂
し
た
「
日
露
語
彙
」【японский лексикон　

た

だ
し
タ
タ
ー
リ
ノ
フ
の
辞
典
の
原
題
は
「Л

ЕКС
И

КО
Н

Ъ

」】
や
ニ
コ
ラ
イ
・
レ
ザ

ノ
フ
が
一
八
〇
五-

一
八
〇
六
年
に
編
纂
し
た
二
冊
の
日
本
語
・
ロ
シ
ア
語
辞
書
、

さ
ら
に
、
レ
ザ
ノ
フ
の
日
本
語
学
習
用
の
教
材
も
含
め
て
、
ロ
シ
ア
語
の
も
の
の

み
、
記
述
し
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
初
め
て
、
研
究
所
所
蔵
の
日
本
の
写
本
、
木

版
本
、
古
印
刷
本
が
目
録
に
記
載
さ
れ
た

（
31	
）。」

実
際
、
Ｏ
・
Ｐ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ァ
、
Ｖ
・
Ｎ
・
ゴ
レ
グ
リ
ヤ
ド
、
Ｇ
・
Ｄ
・
イ
ワ
ノ

ヴ
ァ
、
一
九
八
〇
年
代
の
後
半
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移
民
し
た
Ｚ
・
Ja
・
ハ
ニ
ン
等

の
努
力
に
よ
り
、
こ
の
よ
う
な
六
巻
も
の
の
完
全
な
解
題
が
初
め
て
作
ら
れ
た
。
と

は
い
え
、
こ
の
時
点
ま
で
、
ま
っ
た
く
、
目
録
が
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。

ま
ず
、
第
一
に
、
ア
ジ
ア
博
物
館
が
創
立
さ
れ
た
年
に
編
纂
さ
れ
た
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ

フ
と
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
の
カ
タ
ロ
グ
に
言
及
す
る
必
要
が
あ
る
。
こ
の
カ
タ
ロ
グ

は
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
博
物
館
の
保
管
庫
へ
移
管
さ
れ
た
す
べ
て
の
品
目
の
貸

借
一
覧
目
録
表
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。「
目
録
・
解
題
」
第
四
巻

の
序
で
編
集
者
た
ち
は
「
古
い
ロ
シ
ア
の
カ
タ
ロ
グ
、
す
な
わ
ち
、
ブ
ッ
セ
の
も
の

（
一
七
九
八
年
）、
パ
ー
ヴ
ェ
ル
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
と
ス
テ
パ
ン
・
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ

の
も
の
（
一
八
一
八
年
）
を
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
と
述
べ
て
い
る

（
32	
）。

ア
ジ
ア
博
物
館
が
設
立
さ
れ
て
か
ら
一
〇
〇
年
後
の
一
九
二
〇
年
、
ペ
ト
ロ
グ
ラ

ー
ド
で
、
ア
ジ
ア
博
物
館
所
蔵
の
写
本
、
木
版
本
、
そ
の
他
い
ろ
い
ろ
な
物
品
類
で

ア
ジ
ア
諸
国
に
関
係
す
る
も
の
の
詳
細
目
録
で
あ
る
『
概
要
（
サ
マ
リ
ー
）』
が
発

行
さ
れ
た
。
序
の
中
で
、
館
長
で
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
の
Ｓ
・
オ
リ
デ
ン
ブ
ル
グ
は
次

の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

「
一
九
一
八
年
一
一
月
一
一
日
に
ア
ジ
ア
博
物
館
は
創
設
か
ら
一
〇
〇
年
の
節
目

を
迎
え
た
。
博
物
館
の
研
究
職
員
た
ち
は
『
概
要
』
の
作
成
を
以
て
こ
の
節
目
を
記

念
す
る
こ
と
に
し
た
。
こ
の
『
概
要
』
に
は
、
創
設
当
初
か
ら
一
九
一
八
年
に
至
る

ま
で
の
博
物
館
の
た
め
に
逐
次
収
集
さ
れ
て
き
た
写
本
や
書
物
に
付
い
て
の
主
た
る

情
報
を
収
め
る
も
の
と
し
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
が
そ
の
出
版
を
決
定
し
た
。

…
『
概
要
』
の
作
成
が
開
始
さ
れ
た
後
、
博
物
館
は
多
く
の
新
た
な
蒐
集
品
を
受
け

入
れ
た
。
だ
が
、
世
界
で
最
も
豊
富
な
東
洋
古
籍
文
献
の
集
成
の
一
つ
で
あ
る
博
物

館
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
系
統
的
な
解
題
作
成
は
、
収
容
ス
ペ
ー
ス
の
不
足
に
よ
り
滞

っ
て
い
る
。
古
い
空
間
は
今
で
は
博
物
館
の
要
請
に
応
え
ら
れ
ず
、
新
し
い
場
所
は

博
物
館
の
た
め
に
既
に
建
設
さ
れ
て
は
い
る
も
の
の
、
ア
カ
デ
ミ
ー
の
管
轄
下
に
入

る
こ
と
が
出
来
な
い
で
い
る
。
そ
れ
に
加
え
て
、
博
物
館
に
は
暖
房
手
段
が
な
く
、

蒐
集
品
に
極
め
て
有
害
な
湿
気
の
発
生
と
い
う
結
果
を
も
た
ら
し
て
い
る

（
33	
）。｣

よ
う
や
く
一
九
二
五
年
、
ア
ジ
ア
博
物
館
は
、
ビ
ル
ジ
ェ
ヴ
ァ
ヤ
・
リ
ニ
ヤ
【
日

本
語
の
案
内
書
等
で
は
「
証
券
所
通
り
」
と
も
】
一
番
地
の
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
図
書

館
新
館
へ
の
移
転
を
開
始
し
た
が
、
そ
れ
が
終
了
し
た
の
は
一
九
二
七
年
の
初
め
に

か
け
て
で
あ
っ
た
。
面
積
は
四
倍
に
増
え
二
六
四
五
平
方
メ
ー
ト
ル
と
な
り
、
ス
タ

ッ
フ
も
研
究
職
員
六
名
、
技
術
職
員
二
名
か
ら
、
研
究
職
員
一
九
名
、
技
術
職
員
四

名
、
実
習
生
二
名
に
な
っ
た

（
34	
）。

一
九
三
〇
年
、
ア
ジ
ア
博
物
館
は
東
洋
学
研
究
所
へ

と
改
組
さ
れ
た

（
35	
）。

一
九
一
八
年
か
ら
ア
ジ
ア
古
文
書
部
門
【А

зиатский А
рхив

】
の
研
究
職
員
で

主
任
あ
っ
た
セ
ル
ゲ
イ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
エ
リ
セ
ー
エ
フ
（
一
八
八
九 -

一
九
七
五
）
が
、
日
本
フ
ォ
ン
ド
を
対
象
と
し
た
部
分
の
目
録
・
解
題
作
成
を
委
託

さ
れ
た
。
自
身
の
論
文
の
中
で
エ
リ
セ
ー
エ
フ
は
、
二
冊
の
帳
簿
に
つ
い
て
そ
の
存

在
に
す
ら
言
及
し
て
お
ら
ず
、
館
長
の
ド
ル
ン
が
ド
イ
ツ
語
で
書
い
た
著
作
の
み
を
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引
用
し
て
い
る

（
36	
）。

「
一
八
一
八
年
、
Ｐ
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
と
Ｓ
・
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ
が
日
本
と
中
国

の
書
籍
カ
タ
ロ
グ
を
作
成
し
た
。
一
八
四
〇
年
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
委
嘱
で
、
科

学
ア
カ
デ
ミ
ー
会
員
ブ
ロ
ッ
セ
に
よ
り
日
本
と
中
国
の
書
籍
カ
タ
ロ
グ
が
作
成
さ

れ
、
そ
の
中
に
そ
れ
ま
で
の
蒐
集
品
が
す
べ
て
含
ま
れ
た

（
37	
）。」

一
九
一
七
年
、
ア
ジ
ア
博
物
館
が
設
立
さ
れ
て
以
来
初
め
て
、
そ
の
ス
タ
ッ
フ
に

日
本
を
専
門
と
す
る
研
究
者
が
加
わ
っ
た
。
そ
の
任
に
当
た
っ
た
の
が
ペ
ト
ロ
グ
ラ

ー
ド
大
学
専
任
講
師
セ
ル
ゲ
イ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
エ
リ
セ
ー
エ
フ
で
あ
る
。

Ｓ
・
Ｇ
・
エ
リ
セ
ー
エ
フ
は
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
大
学
の
卒
業
生
で
、
ベ
ル
リ
ン
大
学
に

在
学
後
（
一
九
〇
七-

一
九
〇
八
）、
東
京
大
学
を
卒
業
し
た
（
一
九
〇
八
年
か
ら

一
九
一
二
年
に
学
部
、
一
九
一
二
年
か
ら
一
九
一
四
年
に
大
学
院

（
38	
））。

ま
も
な
く
、

エ
リ
セ
ー
エ
フ
は
、
予
想
さ
れ
る
迫
害
か
ら
身
を
守
る
た
め
に
ペ
ト
ロ
グ
ラ
ー
ド
か

ら
フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
、
更
に
フ
ラ
ン
ス
に
脱
出
し
た
。
そ
の
後
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
に
移

住
し
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
で
長
年
に
わ
た
り
教
授
を
務
め
た
。

言
い
換
え
れ
ば
、
事
実
上
一
〇
〇
年
の
間
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
ス
タ
ッ
フ
に
は
専

門
の
日
本
研
究
者
は
一
人
も
い
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

レ
オ
ニ
ー
ド
・
イ
オ
カ
キ
モ
ヴ
ィ
チ
・
チ
ュ
グ
エ
フ
ス
キ
ー
（
一
九
二
六-

二
〇

〇
〇
）
は
以
下
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

｢

一
九
一
八
年
に
ア
ジ
ア
古
文
書
部
門
【А

зиатский А
рхив

】［
ア
ジ
ア
博
物
館

付
属
、
Ⅴ
・
ク
リ
モ
フ
注
］
の
主
任
を
委
嘱
さ
れ
た
セ
ル
ゲ
イ
・
グ
リ
ゴ
リ
エ
ヴ
ィ

チ
・
エ
リ
セ
ー
エ
フ
は
、
保
存
さ
れ
て
い
る
そ
の
記
録
か
ら
判
断
し
う
る
限
り
で

は
、
一
年
強
の
期
間
に
相
当
数
の
史
料
を
登
録
し
た
。
エ
リ
セ
ー
エ
フ
の
目
録
・
解

題
作
成
は
、
そ
れ
ま
で
の
担
当
者
の
解
題
と
同
様
、
何
よ
り
も
第
一
に
古
文
書
史
料

の
地
誌
的
仕
分
け
【топографирование

】
を
主
眼
に
し
、
純
粋
に
登
録
の
た
め
の

記
述
を
目
指
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

史
料
群
の
中
身
の
解
明
レ
ベ
ル
に
関
し
て
言
え
ば
、
古
文
書
の
体
裁
と
物
理
的
状
態

を
始
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
諸
事
情
次
第
で
あ
っ
た
。
そ
の
事
情
の
中
に
は
、
極
端

な
場
合
、
例
え
ば
、
ト
ル
キ
ス
タ
ン
の
方
言
研
究
の
た
め
の
史
料
が
含
ま
れ
て
い
る

Ａ
・
Ｌ
・
ク
ン
が
遺
し
た
も
の
の
解
明
と
い
う
課
題
を
与
え
ら
れ
た
日
本
研
究
専
門

の
登
録
者
が
、
い
っ
た
い
何
を
な
し
え
た
の
か
、
い
か
な
る
可
能
性
を
持
っ
て
い
た

の
か
と
い
う
も
の
も
あ
っ
た

（
39	
）。」

一
九
一
九
年
に
は
、
モ
ン
ゴ
ル
研
究
者
で
あ
る
Ｖ
・
Ｌ
・
コ
ト
ヴ
ィ
チ
が
古
文
書

部
の
主
任
を
務
め
る
よ
う
に
な
っ
た
。
ア
ジ
ア
博
物
館
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
分
の
専

門
に
の
み
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
る
ほ
ど
十
分
な
人
数
の
専
門
家
を
抱
え
て
い
た
こ

と
は
こ
れ
ま
で
な
か
っ
た
。
従
っ
て
、
中
国
、
日
本
、
朝
鮮
に
関
す
る
目
録
作
成
を

コ
ー
カ
サ
ス
研
究
者
の
Ｍ
・
Ｉ
・
ブ
ロ
ッ
セ
が
行
い
、
日
本
研
究
者
の
Ｓ
・
Ｇ
・
エ

リ
セ
ー
エ
フ
が
ト
ル
キ
ス
タ
ン
に
関
す
る
目
録
作
成
を
せ
ざ
る
を
え
な
か
っ
た
の
で

あ
る
。

4　

帳
簿
研
究
の
現
在

さ
て
、
二
冊
の
日
本
の
帳
簿
は
ア
ジ
ア
博
物
館
に
創
設
当
初
か
ら
所
蔵
さ
れ
て
い

た
（
Ｐ
・
カ
ー
メ
ン
ス
キ
ー
と
Ｓ
・
リ
ポ
ヴ
ツ
ォ
フ
の
カ
タ
ロ
グ
、
ブ
ロ
ッ
セ
・
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
、「
日
本
の
写
本
、
木
版
本
、
古
印
刷
本
の
解
題
」
第
五
巻
）。
し
か
し

な
が
ら
、
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
の
所
蔵
文
書
の
中
に
、
こ
れ
ら
の
帳
簿
が
ど
こ
か

ら
入
っ
て
き
た
の
か
を
示
す
も
の
を
見
出
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ル
・
ユ
ー
リ
エ
ヴ
ィ
チ
・
シ
ニ
ー
ツ
ィ
ン

（
40	
）は

、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
支
部
の
所
蔵
文
書
の
中
か
ら
自
身
が
発
見
し
た
、
い
わ
ゆ
る
「
帝
室
科
学

ア
カ
デ
ミ
ー
の
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
も
送
付
し
て
い
る
露
米
会
社
に
帰
属
す
る
日

本
物
品
目
録
」
を
最
初
に
公
刊
し
た
。
日
本
物
品
目
録
は
、
文
書
の
左
上
隅
に
フ
ラ

ン
ス
語
で
日
付
（
一
八
一
四
年
四
月
六
日
）
が
、
下
部
に
は
ロ
シ
ア
語
で
別
の
日
付

（
一
八
一
四
年
六
月
一
六
日
、
日
と
月
は
文
字
が
は
っ
き
り
し
な
い
）
が
そ
れ
ぞ
れ

記
さ
れ
て
い
る
。
以
下
、「
目
録
」
を
引
用
す
る
（
表
2
）。
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当
時
、
露
米
会
社
の
筆
頭
支
配
人
は
、
ミ
ハ
イ
ル
・
マ
ト
ヴ
ェ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ブ
ル

ダ
コ
フ
（
一
七
六
六-

一
八
三
〇
）
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
一
八
一
四
年
五
月
一
五

日
と
一
七
日
、
帝
室
公
共
図
書
館
【
現
在
の
ロ
シ
ア
国
立
図
書
館
（
サ
ン
ク
ト
ペ
テ

ル
ブ
ル
グ
）】
に
、
ブ
ル
ダ
コ
フ
が
日
本
の
書
物
と
文
書
を
総
量
で
七
保
存
単
位
贈

与
し
た
と
指
摘
す
る
必
要
が
あ
る
。
寄
贈
品
は
公
共
図
書
館
館
長
ア
レ
ク
セ
イ
・
ニ

コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
オ
レ
ー
ニ
ン
（
一
七
六
三-

一
八
四
三
）
に
渡
さ
れ
た

（
43	
）。

ブ
ル
ダ
コ
フ
自
身
素
晴
ら
し
い
個
人
蔵
書
を
所
有
し
て
い
た
。
一
八
一
六
年
一
月

三
一
日
、
帝
室
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
特
別
会
員
に
選
ば
れ
た
。
多
く
の
点
で
、
ブ
ル
ダ

コ
フ
の
キ
ャ
リ
ア
は
、
一
七
九
七
年
の
シ
ェ
リ
ホ
フ
の
末
娘
と
の
結
婚
の
お
か
げ
で

形
作
ら
れ
た
。
シ
ェ
リ
ホ
フ
自
身
は
一
七
九
五
年
に
他
界
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
一

方
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
レ
ザ
ノ
フ
は
シ
ェ
リ
ホ
フ
の
長
女
と
結
婚
し

た
。
ブ
ル
ダ
コ
フ
、
レ
ザ
ノ
フ
の
両
人
は
、
露
米
会
社
の
設
立
と
本
社
の
サ
ン
ク
ト

ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
移
転
に
寄
与
し
た
。

こ
の
よ
う
に
し
て
、
帳
簿
が
、
最
初
は
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ
の
露
米
会
社
本

社
に
入
れ
ら
れ
、
そ
の
後
、
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
の
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
に
移
さ
れ
、

そ
の
後
、
ア
ジ
ア
博
物
館
の
保
存
庫
に
移
管
さ
れ
た
こ
と
が
明
白
に
な
る
。
帳
簿

が
、
露
米
会
社
か
ら
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
・
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
、
そ
の
後
、

一
八
一
八
年
に
設
立
さ
れ
た
ア
ジ
ア
博
物
館
へ
と
長
い
道
の
り
を
歩
ん
で
き
た
こ
と

が
判
明
す
る
。
実
際
に
は
そ
の
間
ず
っ
と
、
そ
れ
ら
は
、
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
グ

の
大
学
河
岸
通
り
に
あ
る
今
日
の
ク
ン
ス
ト
カ
ー
メ
ラ
と
同
じ
建
物
に
あ
っ
た
。

Ｍ
・
Ｍ
・
ブ
ル
ダ
コ
フ
へ
帳
簿
を
渡
し
た
の
は
【
マ
マ
】、
サ
ハ
リ
ン
島
南
端
の

ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
に
あ
る
日
本
の
哨
所
襲
撃
を
敢
行
し
た
ニ
コ
ラ
イ
・
ア
レ
ク
サ
ン

ド
ロ
ヴ
ィ
チ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
大
尉
（
一
七
七
六-

一
八
〇
九
）
と
ガ
ヴ
リ
ー
ル
・

イ
ヴ
ァ
ノ
ヴ
ィ
チ
・
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
少
尉
（
一
七
八
四-

一
八
〇
九
）
で
あ
る
。

帳
簿
は
一
八
〇
五-

一
八
〇
六
年
の
日
付
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
時
期
、
ロ
シ

ア
使
節
、
ニ
コ
ラ
イ
・
ペ
ト
ロ
ヴ
ィ
チ
・
レ
ザ
ノ
フ
（
一
七
六
四-

一
八
〇
七
）
が

長
崎
に
到
着
し
て
い
た
。
使
節
の
指
令
に
よ
り
、
サ
ハ
リ
ン
と
今
日
の
北
海
道
の
近

島
へ
の
二
つ
の
遠
征
が
二
隻
の
艦
艇
に
よ
り
行
わ
れ
た
。
二
隻
と
は
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ

大
尉
指
揮
下
の
ブ
リ
ッ
ク
艦
【
フ
リ
ゲ
ー
ト
艦
】
ユ
ノ
ナ
号
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
少
尉
指

揮
下
の
テ
ン
デ
ー
ル
艦
ア
ヴ
ォ
シ
号
で
あ
る
。
Ｎ
・
Ａ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
大
尉
乗
艦

の
ユ
ノ
ナ
号
は
ア
ニ
ワ
湾
に
入
り
、
ク
シ
ュ
ン
コ
タ
ン
村
の
岸
壁
に
上
陸
し
、
そ
こ

表2

4 月 6 日提出【Presente le 6 Avril】
1814 年

目録　

帝室科学アカデミー・クンストカーメラにも送付している露米会社に帰属する日本物品

数量 内訳：

2
1
1
1
7
2
1

サハリン島アニワ湾にあった偶像の入った堂【厨子】。　　　　
木蠟蠟燭の入った漆の箱。
僧侶用ちりばめられた貝。
僧侶用の帽子。
書籍。内容は様々、それぞれに露米会社の印。
商いの帳簿　［下線はV.クリモフ］。
大竿秤【Кантар（注 41）】。

［リストには更に 6つの品物が列挙してあるが、いずれも日本とは関係のない
ものなのでここでは引用していない。V.クリモフ注］

筆頭支配人［署名］
6月 16 日［?］
1814 年

（注 42）
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を
リ
ュ
ヴ
ォ
プ
ィ
ツ
ト
ヴ
ォ
【
物
好
き
、
好
奇
心
の
意
】
と
の
ロ
シ
ア
名
を
与
え

た
。
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
が
そ
の
地
に
滞
在
し
た
の
は
一
八
〇
六
年
一
〇
月
一
〇
日
か
ら

一
六
日
で
あ
る
。
帳
簿
に
は
、
そ
れ
以
降
の
日
付
の
記
録
は
確
認
で
き
な
い
。

フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
ダ
ヴ
ィ
ド
フ
両
名
は
、
一
方
で
海
軍
士
官
で
あ
り
海
軍
省
に
所

属
し
、
他
方
、
露
米
会
社
（
一
般
にPA

K

【
英
語
表
記
でR

A
K

】
と
省
略
さ
れ

る
）
の
勤
務
下
に
あ
っ
た
。
日
本
の
商
館
か
ら
持
ち
出
さ
れ
た
物
品
の
目
録
を
確
定

し
、
小
店
の
帳
面
が
い
く
つ
か
あ
る
か
ど
う
か
を
確
定
す
る
た
め
に
は
、
海
軍
文
書

館
（
現
在
の
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
）
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
に
注
意
を
向
け
、
露
米
会

社
文
書
か
ら
文
書
に
よ
る
証
拠
が
保
存
さ
れ
て
い
る
可
能
性
を
探
る
こ
と
が
で
き
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
こ
と
が
合
理
的
で
あ
る
。

海
軍
文
書
館
の
ア
ー
カ
イ
ヴ
で
は
、
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
指
揮
下
の
ユ
ノ
ナ
号
か
ら
積

み
下
ろ
さ
れ
た
日
本
の
物
品
の
数
々
の
押
収
目
録
を
見
つ
け
出
す
こ
と
が
で
き
た
。

押
収
は
オ
ホ
ー
ツ
ク
港
湾
長
官
で
海
軍
大
佐
イ
ヴ
ァ
ン
・
ニ
コ
ラ
エ
ヴ
ィ
チ
・
ブ
ハ

ー
リ
ン
（
一
七
六
九-

一
八
三
四
？
）
の
命
令
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
そ
の
「
フ
リ

ゲ
ー
ト
艦
ユ
ノ
ナ
号
積
み
荷
日
本
物
品
目
録
」
に
は
「
海
図
と
書
物
入
り
の
小
整
理

箪
笥
ひ
と
つ
。
日
本
の
言
葉
が
書
か
れ
た
板
一
枚

（
44	
）。」

が
あ
る
。
そ
れ
ら
の
書
物
の

中
に
、
こ
れ
ま
で
言
及
し
て
き
た
、
我
々
に
と
っ
て
興
味
深
い
帳
簿
も
ま
た
入
っ
て

い
た
可
能
性
は
排
除
で
き
な
い
。
目
録
は
急
ぎ
で
作
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
作
っ
た

港
湾
の
ロ
シ
ア
人
係
員
に
は
理
解
で
き
な
か
っ
た
日
本
の
物
品
は
詳
し
く
説
明
さ
れ

て
い
な
い
。
要
す
る
に
、
帳
簿
を
直
接
示
す
よ
う
な
記
録
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
そ
れ
は
理
解
で
き
る
。
物
品
を
記
載
し
た
ロ
シ
ア
人
は
日
本
語
を
理
解
す
る
能

力
は
な
か
っ
た
の
だ
。

ア
レ
ク
セ
イ
・
ア
レ
ク
セ
エ
ヴ
ィ
チ
・
キ
リ
チ
ェ
ン
コ
は
論
文
「
海
賊
船
ユ
ノ
ナ

号
と
ア
ヴ
ォ
シ
号
」
の
中
で
、
ロ
シ
ア
帝
国
外
交
文
書
館
に
あ
る
露
米
会
社
に
関
す

る
フ
ァ
イ
ル
・
ジ
ェ
ー
ロ
に
保
管
さ
れ
て
い
る
複
数
の
文
書
に
の
っ
と
り
、
ロ
シ
ア

に
も
た
ら
さ
れ
た
物
品
の
完
全
な
目
録
を
示
し
て
い
る

（
45	
）。

こ
れ
ら
二
つ
の
目
録
（
ロ

シ
ア
帝
国
外
交
文
書
館
、
ロ
シ
ア
国
立
海
軍
文
書
館
の
目
録
中
）
に
は
、
ど
こ
に

も
、
我
々
に
と
っ
て
興
味
の
あ
る
二
冊
の
帳
簿
が
言
及
さ
れ
る
よ
う
な
特
別
な
も
の

は
何
も
に
な
い
。

お
わ
り
に
―
日
本
学
研
究
と
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
―

こ
の
よ
う
に
し
て
、
帳
簿
研
究
の
歴
史
は
、
ロ
シ
ア
に
お
け
る
日
本
学
の
確
立
と

発
展
の
歴
史
、
お
よ
び
、
日
露
関
係
史
と
最
も
直
接
的
な
形
で
結
び
つ
い
て
い
る
。

一
八
一
八
年
に
ア
ジ
ア
博
物
館
が
設
立
さ
れ
た
と
は
言
え
、
同
博
物
館
に
あ
る
東
洋

諸
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
写
本
、
木
版
本
、
古
銭
、
様
々
な
物
品
す
べ
て
を
広
範
囲

に
研
究
す
る
に
は
、
博
物
館
の
職
員
は
明
ら
か
に
不
十
分
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
そ

の
役
割
は
、
保
管
さ
れ
て
い
る
品
物
の
カ
タ
ロ
グ
と
目
録
を
作
成
す
る
こ
と
に
限
定

さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
す
ら
も
、
た
と
え
ば
、
外
務
省
ア
ジ
ア
局
の
専
門
家
た
ち
の

応
援
を
借
り
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。

東
洋
学
研
究
所
が
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
か
ら
モ
ス
ク
ワ
に
移
転
し
た
後
、（
移
転
は

一
九
五
〇
年
に
始
ま
っ
た
）、
研
究
職
員
は
一
〇
〇
〇
人
に
ま
で
急
増
し
た

（
46	
）。

ア
メ

リ
カ
合
衆
国
と
の
世
界
的
な
対
立
【
冷
戦
の
こ
と
】
は
、
学
問
分
野
、
と
り
わ
け
日

本
学
に
ま
で
も
影
響
を
与
え
た
。
対
立
の
結
果
、
東
洋
学
研
究
所
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド

支
部
の
職
員
た
ち
に
よ
っ
て
す
べ
て
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
目
録
が
作
成
さ
れ
公
刊
さ

れ
る
決
定
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
一
九
六
三
年
か
ら
一
九
七
一
年
に
か

け
て
、
日
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
の
六
巻
も
の
の
目
録
・
解
題
が
出
版
さ
れ
た
。

二
一
世
紀
に
は
、
も
っ
ぱ
ら
に
一
次
史
料
に
基
づ
く
偏
向
の
な
い
客
観
的
な
研
究

の
た
め
の
新
し
い
可
能
性
が
開
け
た
。
東
洋
古
籍
文
献
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る

帳
簿
を
綿
密
に
研
究
す
る
時
期
が
到
来
し
た
。
ロ
シ
ア
に
起
こ
っ
た
政
治
的
変
化

【
ソ
連
邦
崩
壊
の
こ
と
】、
お
よ
び
、
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
付
属
東
洋
古
籍
文
献

研
究
所
と
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
と
の
協
力
の
た
ま
も
の
と
し
て
、
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー

や
政
治
的
立
場
か
ら
離
れ
た
研
究
が
可
能
と
な
っ
た
。
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カ
イ
ヴ
文
書
と
写
本
史
料

А
рхивны

е материалы и письменны
е источники

1	　

А
В И

В
Р РА

Н
. Ф

онд 24, ед. хр. 14. Д
невниковы

е записи. 1840 г. 253 лл.

2	　

А
В И

В
Р РА

Н
. Ф

онд 152, опись 1. Ед. хр. 5. А
зиатский музей. В

ы
писки 

из протоколов общ
его собрания А

кадемии Н
аук и переписка с академи-

ческими учреж
дениями и частны

ми лицами о комплектовании А
зиатско-

го музея. Н
ачато: 1 октября 1861 г. О

кончено: 21 января 1865 г. 

3	　

C
atalogue des livres et m

anuscrits C
hinois, M

angchous, polyglottes, 
Japonnais et C

oréens de la bibliothèque du M
useé A

siatique de l’A
cadém

ie 
Im

périale des Sciences rédigé par M
. B

rosset // С
П

бФ
 А

РА
Н

. Ф
. 789. О

п. 
1. Ед. хр. 6. Л

. 1–97.

4	　

Броссе. О
тчет экстраординарнаго академика Броссе о китайской библио-

теке А
зиатскаго музея И

мператорской А
кадемии наук. // Ж

урналъ мини-
стерства народнаго просвещ

ения. Часть X
X

X
. / III. И

звестия объ отече-
ственны

хъ учены
хъ и учебны

хъ заведенияхъ. С
анктпетербург, в 

типографии И
мператорской А

кадемии Н
аукъ. 1841.  22 с.

5	　

Реестр японским вещ
ам, принадлеж

ащ
им Российско-А

мериканской Ком-
пании, которая и препровож

дает в Кунсткамеру И
мператорской А

каде-
мии наук. Рукопись. П

Ф
А
 РА

Н
, фонд 1, о. 2, 1814, №

 37, §117, л. 1 - 3.

二
、
出
版
物

Л
итература

6	　

С
вод законов “Тайхорё” 702 - 718 гг. I - X

V
 законы

/В
ступительная ста-

тья, перевод с древнеяпонского и комментарий К
.А

. П
опова. М

.: Главная 
редакция восточной литературы издательства “Н

аука”. 1985. 368 с.

7	　

С
вод законов “Тайхорё” 702 - 718 гг. X

V
I - X

X
X
 законы

/ В
ступительная 

статья, перевод с древнеяпонского и комментарий К
.А

. П
опова. М

.:Глав-
ная редакция восточной литературы издательства “Н

аука”, 1985. 268 с.

8	　

А
зиатский музей Российской А

кадемии Н
аук 1818 – 1918. К

раткая П
а-

мятка. П
етербург: Российская Государственная А

кадемическая Типогра-

фия. В
ас. О

стр., 9 линия, №
12, 1920. 116 с.

9	　

В
асильева О

.В
. “В пользу И

мператорской П
убличной Библиотеки...”: 

приращ
ение фондов восточны

ми манускриптами в 1812 - 1814 гг.//Стра-
ны и народы В

остока/В
ы

пуск X
X

X
V: коллекции, тексты и их “биогра-

ф
ии”/ П

од ред. И
.Ф

. П
оповой, Т.Д

. С
кры

нниковой. М
.: Н

аука. И
зд-во 

В
осточная литература, 2014. С

. 61 - 81. 

10	　

Горегляд В
.Н

. О
писание японских рукописей, ксилографов и старопечат-

ны
х книг. В

ы
пуск V. М

.: И
зд-во “Н

аука”. Главная редакция восточной 
литературы

, 1971. 134 с.

11	　

Горегляд В
.Н

., Х
анин З.Я

. О
писание японских рукописей, ксилографов и 

старопечатны
х книг. В

ы
пуск V

I. М
.: И

зд-во “Н
аука”. Главная редакция 

восточной литературы
, 1971. 196 с.

12	　

Горегляд В
.Н

. Я
поноведение//А

зиатский музей – Л
енинградское отделе-

ние института востоковедения А
Н
 С

С
С

Р. М
. : И

зд-во «Н
аука» Главная 

редакция восточной литературы
, 1972. С

. 186 – 201.

13	　

Д
аль В

ладимир. Толковы
й словарь ж

ивого великорусского язы
ка в 4 тт. 

Т. 2. И
 - О

. М
.: ТЕРРА

, 1994. 784 с. 

14	　

К
аталог К

итайским и Я
понским книгам, в Библиотеке И

мператорской 
А

кадемии Н
аук хранящ

имся, по препоручению
 Господина П

резидента 
оной А

кадемии, С
ергия С

еменовича Уварова, вновь сделанны
й Государ-

ственной Коллегии иностранны
х дел П

ереводчиками, Коллеж
скими А

с-
сессорами: П

авлом К
аменским и С

тепаном Л
иповцовы

м. [С
П

б., 1818]. 
58 с. 

15	　
К

ириченко А
.А

. П
иратские корабли “Ю

нона” и “А
вось”// И

нформацион-
но-аналитический бю

ллетень №
 8. С

пециальны
й вы

пуск. А
прель 2001 г. 

16 с. 

16	　

К
лимов В

.Ю
. И

з истории отнош
ений японцев и айнов （конец X

II - нача-
ло X

IX
 вв.

）//А
йны в истории российско-японских отнош

ений X
V

III - 
X

IX
 вв. Коллективная монография/под ред. В

.В
. Щ

епкина; И
н-т восточ-

ны
х рукописей РА

Н
. С

П
б.: И

зд-во “Л
ЕМ

А
”, 2020. С

. 8 - 77.



� 東京大学史料編纂所研究紀要　第31号　2021年 3 月 （336） 

17	　
К

лимова О
.В

. Глава 4. Записи об айнах в ж
урнале Н

.А
. Х

востова в ходе 
экспедиции на С

ахалин 1806 г.//А
йны в истории российско-японских от-

нош
ений X

V
III - X

IX
 вв. Коллективная монография/под ред. В

.В
. Щ

еп-
кина; И

н-т восточны
х рукописей РА

Н
. С

П
б.: И

зд-во “Л
ЕМ

А
”, 2020. С

. 
183-213.

18	　

П
етрова О

.П
., Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукописей, ксилогра-
фов и старопечатны

х книг. В
ы

пуск I. М
.: И

зд-во восточной литературы
, 

1963. 246 с.

19	　

П
етрова О

.П
., И

ванова Г.Д
., Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукопи-
сей, ксилографов и старопечатны

х книг. В
ы

пуск II. Ф
илология. М

.: И
зд-

во «Н
аука», Главная редакция восточной литературы

, 1964. 234 с.

20	　

П
етрова О

.П
., Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукописей, ксилогра-
фов и старопечатны

х книг. В
ы

пуск III. И
деология. М

.: И
зд-во «Н

аука», 
Главная редакция восточной литературы

, 1966. 175 с.

21	　

П
етрова О

.П
., Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукописей, ксилогра-
фов и старопечатны

х книг. В
ы

пуск IV. М
.: И

зд-во «Н
аука». Главная ре-

дакция восточной литературы
, 1969. 173 с.

22	　

П
опова И

.Ф
. О

т А
зиатского музея к И

нституту восточны
х рукописей 

РА
Н

: собиратели и исследователи рукописной книги народов В
остока//

А
зиатский М

узей. И
нститут восточны

х рукописей РА
Н

. П
утеводитель. 

М
.: И

зд-во восточной литературы
, 2018. С

. 5-47.

23	　

С
иницы

н А
.Ю

. П
редметы из материалов экспедиции Н

.А
. Х

востова и 
Г.И

. Д
авы

дова в собрании М
А

Э РА
Н

//Н
итиро канкэй сирё:-о мэгуру ко-

кусай кэнкю
: сю

:кай 2010 （
日
ロ
関
係
史
料
を
め
ぐ
る
国
際
研
究
集
会 = М

еж
-

дународная конф
еренция, посвящ

енная историческим материалам по 
русско-японским отнош

ениям

）. Токио: Н
ихон гакусиин - То:кё: дайгаку 

сирё: хэнсандзё （
日
本
学
士
院
・
東
京
大
学
史
料
編
纂
所 = Я

понская А
каде-

мия наук - И
сториограф

ический институт Токийского университета

）, 
2010. С

. 1 - 10 （на русском язы
ке

）; С
. 11 - 22 （на японском язы

ке

）.

24	　

Танимото А
кихиса. Конторские книги в торговле с айнами С

ахалина//
Н

иколай Н
евский: ж

изнь и наследие: сборник статей/сост. и отв. ред. 
Е.С

. Бакш
еев и В

.В
. Щ

епкин; И
нститут восточны

х рукописей РА
Н

, Рос-
сийский институт культурологии С

П
б.: Ф

илологический факультет С
П

б-
ГУ, 2013. С

. 149 - 156.

25	　

Ч
угуевский Л

.И
. А

рхив востоковедов 

（бы
вш

ий А
зиатский архив

））//
П

исьменны
е памятники и проблемы истории культуры народов В

остока 
X

X
III годичная научная сессия Л

О
 И

В А
Н
  С

С
С

Р. М
атериалы по исто-

рии отечественного востоковедения. Часть III. М
.: Н

аука. Главная редак-
ция восточной литературы

, 1990. С
. 5 - 128.

26	　

D
orn B

. D
as A

siatische M
useum

 der K
aiserlichen A

kadem
ie der 

W
issenschaften zu St. Petersburg. SPb., 1846.

注（
1
）　С

вод законов «Тайхорё» 702 - 718 гг. X
V

I - X
X

X
 законы

/ В
ступитель-

ная статья, перевод с древнеяпонского и комментарий К
.А

. П
опова. М

.: 
Главная редакция восточной литературы И

зд-ва «Н
аука», 1985. С

. 79.

（
2
）　Танимото А

кихиса. Конторские книги в торговле с айнами С
ахалина//

Н
иколай Н

евский: ж
изнь и наследие: сборник статей/сост. и отв. ред. 

Е.С
. Бакш

еев и В
.В

. Щ
епкин; И

нститут восточны
х рукописей РА

Н
, Рос-

сийский институт культурологии С
П

б.: Ф
илологический факультет С

П
б-

ГУ, 2013. С
. 150.

（
3
）　П

опова И
.Ф

. О
т А

зиатского музея к И
нституту восточны

х рукописей 
РА

Н
: собиратели и исследователи рукописной книги народов В

остока//
А

зиатский М
узей. И

нститут восточны
х рукописей РА

Н
. П

утеводитель. 
М

.: И
зд-во восточной литературы

, 2018. С
. 42.

（
4
）　Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукописей, ксилографов и старопе-
чатны

х книг. В
ы

пуск V. М
.: И

зд-во «Н
аука». Главная редакция восточ-

ной литературы
, 1971. С

. 5.

（
5
）　Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукописей, ксилографов и старопе-
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чатны
х книг. В

ы
пуск V. М

.: И
зд-во «Н

аука». Главная редакция восточ-
ной литературы

, 1971. 132 с.

（
6
）　Там ж

е. С
. 10.

（
7
）　Работа над описанием японских рукописей, ксилографов и старопечат-

ны
х книг началась в 1958 г. и заверш

илась в 1971 г. изданием V
I вы

пу-
ска «О

писания».  

（
8
）　П

орядковы
й номер документа представленного в V

 томе «О
писи япон-

ских рукописей, ксилографов и старопечатны
х книг», хранящ

ихся в И
н-

ституте восточны
х рукописей Российской А

кадемии наук 

（И
В

Р РА
Н

） в 
С

анкт-П
етербурге.

【
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
ロ
シ
ア
科
学
ア
カ
デ
ミ
ー
付
属
東

洋
学
研
究
所
に
保
管
さ
れ
て
い
る
『
日
本
の
写
本
、
木
版
本
、
古
印
刷
本
目
録
・
解

題
』
第
五
巻
に
記
さ
れ
て
い
る
所
蔵
整
理
番
号
】

（
9
）　

木
版
本
・
写
本
の
所
蔵
番
号
。

（
10
）　О

тсы
лка к коллекции М

.Ф
. Броссе, в описи на французском язы

ке ко-
торой эти две конторские книги зафиксированы в X

V
III разделе обе под 

номером 76. В
.Н

. Горегляд указы
вает их ш

ифр из описи Броссе, в кру-
глы

х скобках, а именно: 

（C
l. X

V
III №

 76

）, но не дает никаких разъясне-
ний по этому поводу. 

（
11
）　
「:

」
は
伸
ば
す
記
号
。

（
12
）　И

ероглиф два старого образца неправильно написан в «О
писании» 

вместо 

弐 написан этот иероглиф с ош
ибками: в ниж

нем левом углу ни-
чего не написано, а надо бы

ло написать 二
, эти две черты ош

ибочно на-
писаны слева в верхней части иероглифа. .

【「
二
」
を
表
す
漢
字
の
旧
字
表

記
が
「
解
題
」
の
中
で
間
違
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。「
弐
」
の
代
わ
り
に
こ
の
漢
字

が
誤
っ
た
形
で
書
か
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
本
来
下
の
左
の
隅
に
「
二
」
と
書
く

べ
き
で
あ
っ
た
の
に
そ
こ
に
は
何
も
書
か
れ
て
お
ら
ず
、
し
か
も
漢
字
の
上
の
部
分

で
こ
の
二
本
の
線
は
左
側
が
誤
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。】

（
13
）　Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукописей, ксилографов и старопе-
чатны

х книг. В
ы

пуск V. М
.: И

зд-во «Н
аука», Главная редакция восточ-

ной литературы
, 1971.  С

. 86.

（
14
）　

封
土
の
代
わ
り
に
松
前
藩
の
家
臣
が
受
け
取
っ
た
建
物
（
商
場
（
あ
き
な
い

ば
）、
場
所
（
ば
し
ょ
））
は
、
そ
こ
で
徴
税
す
る
た
め
に
商
人
に
与
え
ら
れ
た
。
商

人
た
ち
は
武
士
【
侍
と
書
か
れ
て
い
る
】
に
徴
税
金
を
支
払
っ
た （
運
上
金
（
う
ん

じ
ょ
う
き
ん
）
あ
る
い
は
請
負
代
金
（
う
け
お
い
だ
い
き
ん
））。
徴
税
を
す
る
た
め

に
商
人
た
ち
に
与
え
ら
れ
た
場
所
は
運
上
場
所
（
う
ん
じ
ょ
う　

ば
し
ょ
）
あ
る
い

は
上
記
と
同
じ
よ
う
に
単
に
場
所
（
ば
し
ょ
）
と
名
付
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

そ
こ
に
は
交
易
拠
点
（
日
本
語
で
は
交
易
所
（
こ
う
え
き
し
ょ
）、
あ
る
い
は
、
運

上
屋
（
う
ん
じ
ょ
う
や
））
が
置
か
れ
て
い
た
。
Ｎ
・
Ａ
・
フ
ヴ
ォ
ス
ト
フ
と
Ｇ
・

Ⅰ
・
ダ
ヴ
ド
フ
は
そ
れ
ら
を
「
倉
庫
」
す
な
わ
ち
「магазин

（
ア
ク
セ
ン
ト
は
第

二
音
節
）」
と
名
付
け
た
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
は
、「амбары

」
あ
る
い
は 

「склады

」【
両
者
と
も
倉
庫
、
置
き
場
を
意
味
す
る
ロ
シ
ア
語
。
説
明
の
た
め
に

言
い
換
え
た
だ
け
】
で
あ
り
、
ア
イ
ヌ
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
た
酒
、
米
【
マ
マ
】、

産
品
が
置
か
れ
て
い
た
。 

幕
府
が
ア
イ
ヌ
の
土
地
を
支
配
下
に
置
い
て
か
ら
は
、

こ
の
哨
所
は
会
所
（
会
所
）
と
名
付
け
ら
れ
た
。
さ
ら
な
る
詳
細
は
以
下
参
照 : 

К
лимов В

.Ю
. И

з истории отнош
ений японцев и айнов 

（конец X
II - нача-

ло X
IX

 вв.

）//А
йны в истории российско-японских отнош

ений X
V

III - 
X

IX
 вв. Коллективная монография/под ред. В

.В
. Щ

епкина; И
н-т восточ-

ны
х рукописей РА

Н
. С

П
б.: И

зд-во «Л
ЕМ

А
», 2020. С

. 62.

（
15
）　П

озднеев Д
м. М

атериал по истории С
еверной Я

понии и ее отнош
ений 

к материку А
зии и России. Т. II, ч. I. Токио, 1909. С

. 118.

（
16
）　X

V
III раздел №

 76 коллекции Броссе.

（
17
）　Горегляд В

.Н
. О

писание японских рукописей, ксилографов и старопе-
чатны

х книг. В
ы

пуск V. М
.: И

зд-во «Н
аука», Главная редакция восточ-

ной литературы
, 1971.  С

. 86-87.

（
18
）　П

Ф
А
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